
            独立行政法人 労働者健康安全機構

◇研修は当センターのホームページからお申し込みください。※利用者登録（無料）が必要です。

◇当センターが主催する研修は、すべて無料で受講できます。

◇研修は当センターの研修室で開催しています。会場が異なる場合は表記いたしますのでご注意ください。

◆日医認定産業医研修◆　

　◆注意◆

・お１人様、月１回のみの受講となります。

・令和7年４月以降の認定産業医研修会をお申し込みされる産業医の方は医師会会員情報システム（MAMIS（マミス））の登録が必須となります。

・MAMIS対応のため、ホームページの利用者登録に新たに「生年月日（西暦）」「性別」「医籍登録番号」が必要となりましたので、御登録をお願いします。

研修日時 講　師 単　位 定員

9月2日(火)

14:00～16:00

9月3日(水)

14:00～16:00

9月5日(金)

13:30～16:30

9月9日(火)

14:00～16:00

9月17日(水)

14:00～16:00

9月18日(木)

14:00～16:00

リスクアセスメント及び労働安全衛生マネジメントシステムの実際
（その1　講義編、その2　実習編）

荒川 輝雄
生涯・専門1
生涯・実地1 50

事業場においてリスクアセスメント及び労働安全衛生マネジメントシステムを運用する場合のポイン
トと留意事項を説明します。
リスクアセスメントとシステム監査については、簡単な事例で実習を行います。

※単位の取得には「その1　講義編」、「その2　実習編」の両方の受講が必要です。どちらか一つだ
けの受講は認められません。

安全衛生法令の改正動向

中山　篤
生涯・
更新２

55

個人事業者に対する安全衛生法令の適用や新しい化学物質管理制度など大きな改正が続いてい
ます。
本年5月の国会で改正労働安全衛生法の改正法が公布されました。本改正では個人事業者に安
全衛生対策の推進、ストレスチェック適用拡大、化学物質による健康障害防止対策等の推進など
が行われ、今後順次施行される予定です。
今回はここ数年の改正動向を含め、今後の安全衛生法の動向について考えてみたいと思います。

作業環境測定方法

小嶋　純
生涯･
実地３

16
本研修は、産業医が毎月１回行うことになっている「職場巡視に役立てる」を主眼に、「デジタル粉
じん計」や有機溶剤等有害ガスや事務所の一酸化炭素測定に用いられる「検知管」それに局所排
気装置の性能検査で使われる「スモークテスター」「熱線風速計」等の実習を行います。

働く女性の健康管理

小島原 典子
生涯・
専門２

55

男女雇用機会均等法の施行以来、女性のライフスタイルの変化から、女性労働者を取り巻く環境
の変化について振り返りたいと思います。
ライフコースに沿った女性の健康管理のポイントを整理し、育児休業法、次世代育成支援対策推
進法、女性活躍推進法など女性の就労環境を改善する法律についても解説します。

自律的な化学物質管理～リスク評価・対策と健康管理の有機的な連携～

中原　浩彦
生涯・
更新２ 55

令和４年度の法令改正により、新しい化学物質の自律的管理が令和６年４月から始まりました。
今後、化学物質管理は、事業者自らがリスクを評価し、対策を検討・実施することになります。
産業医業務に関連するところでは、従来の特別則で定められている健康診断に加えて、リスクアセ
スメントや対策に基づき健康診断の要否を判断して、自律的に健康診断を実施することになりまし
た。
当研修では、自律的管理におけるリスクアセスメントや保護具を含めたリスク対策の概要を知り、健
康管理との連動について考えます。

研修テーマ

職場の感染症対策

濱田　篤郎
生涯・
専門２
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　※基礎研修は実施しておりません。認定証をお持ちの産業医の方が対象の研修です。

・令和7年4月以降の単位付与はMAMISにより行います。単位シールの現物配付は禁止となります。

55

産業医の業務として職場の感染症対策の重要性が増しています。
これには季節性インフルエンザなど日常的に発生する感染症だけでなく、COVID-19のようにパン
デミックを起こす感染症についても十分な対策を構築しておく必要があります。
本研修では国内の職場や海外派遣労働者にリスクのある感染症対策の最新情報を解説します。

●認定産業医研修の申込受付開始は、すべて８月１日（金）１０時～です。



9月24日(水)

14:00～16:00

9月25日(木)

14:00～16:00

産業保健と法
～典型的な問題事例と解説～高次脳機能障害と発達障害の事例を素材として～

MOS合同法律事
務所 弁護士
小根山　祐二

生涯・
専門２

55

高次脳機能障害と発達障害の事例を素材として、法的に求められる合理的配慮の内容、従業員の
疾病り患情報の産業医への通知の必要性の有無、事業者が産業医を活用しなかった場合の法的
リスク、自動車運転制限の要否、産業医の勧告が聞き入れられなかった場合に当該産業医に求め
られる対応、企業がアスペルガー症候群の労働者への対応を誤った場合の産業医の法的責任等
について論じます。

事例検討～産業医としてどう対応するか～

内田　和彦
生涯･
実地２

50
職場で直面する健康管理上の問題事例を取り上げ産業医としてどのように考え、どう対応するのが
望ましいのか、一緒に考えていきたいと思います。



◆産業保健研修◆　産業看護職・衛生管理者・人事労務担当者等産業保健スタッフを対象とした研修です。

<web研修>

研修日時 定員

9月22日(月)

14:00～16:00

<会場研修>

研修日時 定　員

9月10日(水)

14:00～16:00

9月11日(木)

14:00～16:00

9月12日(金)

14:00～16:00

9月19日(金)

14:00～16:00

9月30日(火)

14:00～16:00

◆当センターホームページの「ｗｅｂ研修会受講の注意事項及び受講手順」を必ずご覧の上、
お申し込みください◆

研修テーマ 講　師

研修テーマ 講　師

元気な職場づくりにつなげるメンタルヘルス活動～対応事例～

中災防安全衛生エキスパート
スポーツケア整体研究所（株）

小沼　博子
55

大手印刷会社で20年以上メンタルヘルス対策に携わった経験を基に、元気な職場づ
くりにつなげるメンタルヘルス活動の一例を紹介します。そして、メンタルヘルス活動に
携わっている担当者にとってメンタル不調者の休職中の対応から復職支援について、
対応事例によるグループワークから対応方法を共有していただきます。
また、ストレスによる腰痛、頭痛を予防する簡単にできる運動方法（骨ストレッチ）も紹介
します。

新型うつ、適応障害、発達障害、いわゆる「グレーゾーン」とどうつきあうか、育て直し
の職場コミュニケーションを考える

廣川 進 55

新型うつ、適応障害、発達障害など職場の不適応は軽症化するものの多様化が進んでいる。
診断がつくほどではないが（弱い疾病性）、症状が隠れていて本人も周囲も気づきにくいが困って
いる（強い事例性）ケースに職場はどうつきあっていけばいいのか。
コミュニケーションの取り方を変えて「育て直し」ていくことを考えていきます。

職場における救急体制

高山　俊政 20
職場における様々な救急処置について注意点を解説するほか、救急体制づくりに必要となる重点
項目を学習することができる研修会です。
AED実習がありますので動きやすい服装でご参加ください。

「がん」等の両立支援の理解に向けて
～仕事を続ける際に想定される本人の課題と職場の配慮とは～

労働者健康安全機構産業保健
アドバイザー
公認心理師

菅野　由喜子

55

がんや難病等は、長期にわたって付き合う疾患、病状であろうということは誰しも感じとっていること
でしょう。
しかし、見えないところも数多くあると思います。
現実はどうか、課題は何か、事業場・組織により違いもあるかもしれません。
病気を持つ人との繋がり、支援であり、さまざまな人生をたどる人の歩みがあります。
実践からみえてくる両立支援のあり様、本人の生きる力、希望を持てるように寄り添い、関わってい
くことでしょうか。
伴走の意味を一緒に考えていけるといいですね。どうぞよろしく！

※当研修の前14:00～14:15の時間帯に、動画視聴による「勤務間インターバル制度に係る研修」
を行います。

ストレスチェック制度の効果的な活用
　～セルフケア、集団分析を利用した職場環境改善への取組みについて

社会保険労務士
産業カウンセラー

紺野 由美子
55

年１度のストレスチェックの実施をしていても、その結果を十分に活用できていないのではないか
と、お悩みではないでしょうか？
メンタルヘルス対策は第14次労働災害防止計画の重点対策とされており、ストレスチェックの集団
分析を用いた職場環境の改善に取組むことが望まれています。
今回は、その取組みに一歩踏み出すときに参考となるような具体的なお話をさせて頂きます。
また、個々人が結果を活用できるよう、労働者のセルフケア能力をサポートすることについてもお話
しをしていきたいと思います。

【Web研修】
事例から学ぶ産業保健スタッフが知っておきたい職場のメンタルヘルス対策の秘訣④
～ストレスチェック編～

「こころの耳」事務局長
石見　忠士

70

産業保健スタッフ等（保健師・看護師、人事労務担当者等）が、経営トップに説明したり、労働者に
研修したりする際に、「使えるネタ」を提供します。
講師がこれまで実際に見聞きしてきたストレスチェック実施に関する失敗事例・成功事例など、困難
を乗り越えてうまく軌道にのせていくための秘訣をお伝えします。
また、高ストレス者への面接指導、集団分析を活用した職場環境改善活動の工夫などもご紹介しま
す。
本講義を通じ、自社に持ち帰った上で、働く人のメンタルヘルスに関し説明する力が身につけられ
ることを願っております。

　※単位等の取得はできません。

●産業保健研修の申込受付開始は、すべて８月１日（金）１０時～です。


